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研究成果の概要（和文）：ヒトの非論理的だが効率のよい思考の背景に、本来一方向でしか成り

立たない A→Bの関係の学習から逆方向の B→Aを同時に推論してしまう「対称性バイアス」
があると言われている。このバイアスは私たちの言語学習と深い関連をもつと考えられてきた

が、その詳細や発達的・進化的起源は不明である。本研究ではヒト乳児とチンパンジーの種間

比較から、対称性バイアスがヒトで言語獲得以前に現れること、チンパンジーに比べヒトでは

このバイアスが強く現れることを明らかにした。以上の結果をふまえ、対称性バイアスの発達

や言語機能との関係等について考察した。 
 
研究成果の概要（英文）：It is considered that the symmetrical bias, which enables us to 
automatically infer reversely-oriented relation B then A if we have learned one-way A 
then B interaction alone, underlies our illogical but efficient thinking. This bias seems 
to be deeply associated with linguistic capacity; however, detailed mechanism and the 
developmental/evolutional foundation of this bias is still unclear. Our present research 
demonstrated that pre-linguistic human infants already show the symmetrical bias and 
while this bias was not identified in chimpanzees, through cross-species comparison 
between human infants and chimpanzees using the same stimuli and experimental paradigm. 
With these findings, we discuss the ontogenesis of the symmetrical bias as well as its 
relation to the human linguistic faculty. 
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１．研究開始当初の背景 
ヒトはしばしば非論理的な推論をする。例

えば我々は「博士号取得のためには○○が要
件である」と聞くと「○○をすれば博士号が
取れる」と思いがちである。しかし実際には、

○○は博士号取得のための必要条件であり、
それを保障する十分条件ではない。このよう
に、「Aならば B」が成立すると同時に「Bな
らば A」も成立すると考えるのは、「Aならば
B」という一方向の関係を学習するだけで、
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「Bならば A」という逆の関係を自発的に推
論してしまう「対称性バイアス」と呼ばれる
認知バイアスが働くためである。 
しかし、対称性バイアスは一方向からの学

習だけで逆方向の学習も同時に可能になる
という点で、非論理的ではあるが効率的な学
習を支えるものでもある。例えば、ことばの
学習を考えた時、私たちは「リンゴ」という
音声が実物の「りんご」を指すと教えられた
だけで、実物の「りんご」を「リンゴ」と呼
ぶ逆方向の関係も自然と学習できる。 
この対称性バイアスはヒトにおいては顕

著であるが、ヒト以外の動物ではほとんど報
告がない(D’Amato, Salmon, Loukas, & 
Tomie, 1985)。ヒト以外の動物は論理的な推
論である推移性推論は難なく学習すること
ができる。しかし非論理的推論である対称性
推論はできない（しない）。この違いがヒト
とヒト以外の動物を大きく隔て、ヒトの柔軟
な思考とすばやい効率的な学習を可能にす
る要因である可能性、さらにヒトのみが言語
を保有する要因であるという可能性が指摘
されており、認知心理学、比較心理学、脳神
経科学、計算脳科学など多分野にわたり大き
な関心を集めている（例えば認知科学「対称
性」特集号中の諸論文, 2008, Ogawa et al., 
2009）。しかし、ヒトにおける対称性バイア
スの発達的・進化的起源や、なぜ対称性バイ
アスがヒトにのみ顕著なのかなど、検討すべ
き点が多い。 
 
２．研究の目的 
本研究では、対称性バイアスがそもそも本

当にヒト固有の能力なのか、また言語とどの
ように関連するのか（言語学習によって出現
するのか、または言語学習以前に存在するの
か）についての実験的な検討を目的とする。
そのために、ヒト以外の動物（京都大学霊長
類研究所のチンパンジー）とヒトとの比較、
特に前言語期の 8カ月児を対象とすることで、
対称性バイアスの種差を明らかにし、また対
称性バイアスと言語との関係を探る。これま
での研究では方法上の制約から、ヒト乳児と
ヒト以外の動物を同じ土俵で比べることは
困難であった。本研究では動物の訓練を要す
る従来の条件づけ課題ではなく、被験体の自
発的な行動を指標とすることで、ヒト乳児と
の直接比較による対称性バイアスの検討を
試みる 
 
３．研究の方法 
ヒト乳児、チンパンジーともに、訓練を必

要としない注視反応を指標とした課題を用
いた。実験には、ボールの動きとおもちゃを
写した動画刺激を用いた（図 1）。ボールの動
きにはジグザグ(A1)とカーブ(A2)の 2種類が
あり、おもちゃにはドラゴン(B1)とイヌ(B2)

の 2種類があった。これらの刺激の組み合わ

せから、ヒト乳児とチンパンジーが、例えば
「A1であれば B1」という学習のみで「B1で
あれば A1」という対称性バイアスを示すかを
測った。 
 
実験には順方向条件と対称性条件の2条件
があった。順方向条件は、そもそも被験体（児）
が一方向の対象間の関係（例：A1→B1）を学
習できるかを確かめるために行った。この条
件では、「動きA1→おもちゃ B1」または「動
き A2→おもちゃ B2」をくり返し提示し、こ
れを被験体（児）に学習させた。テスト試行
では学習した通りの既知の組み合わせ、もし
くは「動き A1→おもちゃ B2」のような新奇
の違反した組み合わせを提示した。もし、被
験体（児）が既知の学習済の組み合わせと新
奇の組み合わせを区別するならば、つまり、
両組み合わせに対する注視時間が有意に違
うならば、彼らが対象間関係を学習したと言
える。 
続く対称性条件では、「おもちゃ B1→動き
A1」または「おもちゃ B2→動き A2」を学習
させ、その後のテスト試行では先の条件とは
異なり、｢おもちゃ｣と「動き」の提示順をひ
っくり返した上で、既知の組み合わせ（例：
動き A1→おもちゃ B1）、新奇の組み合わせ
（例：動き A1→おもちゃ B2）を提示した。
このような学習段階で直接経験していない
逆方向の対象間関係についても被験体（児）
が既知・新奇の組み合わせを区別するならば、
彼らが対称性バイアス（A→Bならば B→A）
を示したと言える。 
 
４．研究成果 
 ヒト乳児 72名（うち 39名が順方向条件に
参加）、チンパンジー7個体（すべての個体が
順方向・対称性条件に参加）を対象に実験を
行った。 
 その結果、ヒト乳児・チンパンジーともに、
順方向条件においては一方向の対象間関係
を学習することが示された。これにより、
ヒト乳児とチンパンジーがそもそも、ボー
ルの動きとおもちゃの種類の恣意的関係を
自発的に学習する点で類似していることを



 

 

確認した。 
対して、対称性条件においては、興味深
いことに、ヒト乳児では対称性バイアスを
示唆する注視反応が示されたのに対して、
大半のチンパンジーではそれが見られなか
った。ただし、1 個体のチンパンジーにお
いては対称性バイアスの可能性が示唆され
た。この個体は対称性バイアスを調べた過
去の研究(Tomonaga et al., 1991)において
も唯一対称性バイアスを示した個体であっ
た。このことは、対称性バイアスが発達初
期のヒトですでに顕著に見られること、ま
た、ヒト以外の動物においては、限られた
種においてだけかもしれないが、訓練によ
る条件付け課題に限らず自発的な課題にお
いてもごく稀に現れるバイアスであること
を示す。ただし、なぜこの個体だけが対称
性バイアスを示すのか、その理由は分から
ない。 
 対称性バイアスが前言語期の乳児におい
ても見られることから、これが言語学習に
よって出現するわけではなく、むしろ対称
性バイアスの存在が言語やその他の認知能
力獲得のひとつの要件である可能性が考え
られる。また、チンパンジーに比べてヒト
では対称性バイアスが一般的に見られるこ
とも確認された。ここから、対称性バイア
スをもつ事で私たちヒトは何ができるよう
になったのか、を考えていかなければいけ
ない。今回、1 個体ではあるものの、対称
性バイアスを示すチンパンジーを確認でき
た。この個体と対称性バイアスをもたない
個体との比較は、対称性バイアスの存在に
よって可能になる認知機能とは何か、を知
るためのひとつの良い手段になるだろう。
もし、ヒトと対称性バイアスをもつチンパ
ンジーだけができることがあるならば、そ
れは種の違いを超えて、対称性バイアスの
存在が可能にする認知能力とは何かを明ら
かにする証拠となるはずだ。本研究の成果
はそれ自体の重要性とともに、今後の研究
を方向づける重要な土台になったと言える。 
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